平成22年8月27日

グローバルCOE「統合フィールド環境科学の教育研究拠点形成」人材育成プログラム
平成22年8月募集の選考についての報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GCOE人材育成プログラム選考委員会委員長　教授　大原　雅

GCOE拠点リーダー 准教授 山中　康裕

各プログラムについて、7月15日募集開始、8月8日締め切りで募集しました。応募、採択件数等は以下の通りです。

表１：各プログラム応募者数 および採択数

	
	学生
	学生以外
	計
	今回採択数
	予定年間採択数
	既採択数

	c) 国際学会参加支援
	7
	0
	7
	6
	30
	14

	d) 海外交流・調査支援
	2
	1
	3
	2
	15
	7

	e) 海外研究者招聘
	0
	2
	2
	2
	7
	5

	
	
	件数
	12
	10
	
	


選考を実施するため、GCOE人材育成プログラム選考委員会(以下GCOE選考委員会)を組織し、8月16日と8月24日に委員会を開催しました。委員会はGCOEを構成する５専攻の専攻長からそれぞれ指名された教員とGCOE運営委員会からの3名、計８名で組織されました。募集した各プログラムに関して下記のように選考し、採択者（内定者）を決定し、選考結果は8月27日までに応募者に通知しました。

なお次回は、１１月に募集開始の予定です。

c) 平成２２年度グローバルCOE国際学会・ワークショップ等参加支援

　本支援の審査にあたっては、１）国際学会参加に関しては、発表のための準備が整っているか（発表内容の要旨（要約）がしっかりかかれているか）、２）ワークショップ参加に関しては、自分の研究課題とワークショップの関連性や参加の意義を重視しました。また、学会参加およびワークショップ参加が、申請者の学位取得に向けての年次としてふさわしいタイミングであるかも考慮しました。評価は、複数の審査員が行い、採点結果をもとに、順位を決め、選考委員全員で申請書を精査して、採択者を決定しました。また、博士課程３年目（学位修了年度）の採択者で、１２月の国際学会に参加される方には、学位論文執筆に影響しないように、十分な計画を立てたうえで参加されるようお願いしました。

その結果、今回は6件（学生6件）を採択しました。

d) 平成２２年度グローバルCOE海外交流・海外調査支援

本支援の選考にあたっては、研究計画（渡航の意義、渡航に関わる現地受け入れ研究者・機関との事前準備状況、渡航日程の妥当性など）、研究課題との整合性などを重視しました。そして、申請者の学位取得に向けての年次としてふさわしいタイミングの渡航であるかも考慮しました。評価は、複数の審査員が行い、採点結果をもとに、順位を決め、選考委員全員で申請書を精査して、採択者を決定しました。

その結果、今回は2件（学生2件）を採択しました。

e) 平成２２年度グローバルCOE海外研究者招聘

本支援の選考にあたっては、５専攻およびGCOEに対して高い貢献が期待できるか、招聘者の滞在中に５専攻の学生に対しての講演や講義がきちんと計画されているか、招聘期間が妥当であるかなどを重視しました。評価は、複数の審査員が行い、採点結果をもとに、順位を決め、選考委員全員で申請書を精査して、採択者を決定しました。その結果、今回は2件を採択しました。

